
令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２２日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 山本 秀正 ㊞

次の事項について質問します。

１番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.町長の政治姿勢につい
て

(1) カウベルホールについて
この度の選挙公約として、「私は目指す!」という見出し
で、大きく４項目あり、その一つに「壊さない環境、活か

す施設」ということで、「公共施設、公営住宅等の在り方を

再検討」とあり、カウベルホールがありました。また、「こ

のまちの抱える課題は山積、どう解決していくのか!?」と
いう見出しで、何点か掲げておられたが、その一つにもカ

ウベルホールがありました。このように公約では、現在、

ピアノも含め放置状態のカウベルホールを何とかしたいと

いう思いが感じ取れましたが、つぎのことについてお伺い

したい。

①確認のため、現在の会館の状況についてどういう状況

かお伺いします。

②確認のため、閉館に至った経緯についてお伺いします。

③今後、会館をどうされるのか考えをお伺いします。

④過疎債を活用して、会館の再開はできないかお伺いし

ます。

(2) 天然(日本)芝の活用について
また同じく「公共施設、公営住宅等の在り方を再検討」

として、東伯総合公園等スポーツ施設などがあり、とりわ

け東伯総合公園全体などの運動施設を管理・運営も含めて

PFI方式で進めるようになっているようですが、つぎのこ
とについてお伺いしたい。

①確認のため、現在の状況についてお伺いします。

②今後、どうされるのかお伺いします。

③鳥取県芝発祥の地琴浦町の基幹作物である「天然(日
本)芝」をどのように活用されようとしているのかお伺
いしたい。

町 長

教育長

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２２日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 澤田 豊秋 ㊞

次の事項について質問します。

２番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.町長の政治姿勢につい
て

本町は、2004年(平成 16年)9月 1日に合併して、「自然
と歴史が調和した心豊かなふるさと未来」を琴浦町の将来

像として定め、町民の主体的参画による協働のまちづくり

と行財政運営の自立を目指すことを明確に打ち出してスタ

ートし、今年 18年目、任期中には 20周年を迎えます。
今年 2月 1日の人口が 16,680人、世帯数 6,446世帯、
高齢化率が 37,5％で、合併当初から人口は毎年 220数人位
の減、世帯数は 15世帯とわずかな増加となっています。
このように人口減少、少子高齢化に歯止めがかからない

中、琴浦町は全町過疎地域に指定される予定です。

今後の持続可能なまちづくりに向けた取り組みがさらに

重要となってきます。 そこで

(1) まず町長の基本的な政治姿勢として、どのような考え
で町政に臨まれるのかお尋ねします。

(2) 町民一人ひとりが主役の行政にと、掲げた公約をどの
ように具体化していく考えかお尋ねします。

(3) 人口減少に伴う町税収入の減少や、地方交付税の減収
が見込まれるなか、高齢化などによる社会保障関係経費

の増加、公共施設の老朽化や、中期財政収支見通しでは、

2022年度以降も多くの建設事業が予定されております。
過疎地域に指定されたとはいえ、厳しい財政運営が見

込まれると思いますが、今後の課題をどのように整理さ

れ進めていく考えかお尋ねします。

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 田中 肇 ㊞

次の事項について質問します。

３番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.住民サービスの向上に
ついて

市町村は国や都道府県と異なり、直接住民と関わる身近

な機関、自治体である。

このため住民サービスの向上は、行政において最優先課

題である。

(1)役場、特に本庁舎は課の名称から推測する事務内容と実
際の業務内容が分かり難く、窓口利用者に不便である。

住民にとって利用しやすい窓口を考えているか。

(2)窓口対応または来客者接遇のマニュアルはあるか。

町 長

２.分庁舎の呼称について 平成 16年に旧赤碕町と東伯町が合併し、東伯地区に本
庁舎、赤碕地区に分庁舎がそれぞれ設置された。

対等合併という視点から本庁舎、分庁舎という呼称を改

め、町民に一体感をもたらす呼称を検討しないか。

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 川本 正一郎 ㊞

次の事項について質問します。 1/2

４番（1/2）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.持続可能(SDGs)な町
づくりについて

(1) 国連が定めた持続可能な開発目標（SDGs）は、すべて
の人にとってより良い持続可能な未来を築くための取り

組みです。貧困や不平等、気候変動、環境劣化、繁栄、

平和と公正など 17の目標を設定し 2030年までに各目標
を達成することが重要だとされています。琴浦町での現

在の取り組み状況を伺う。

(2) 国または県との連携をしての取り組みも有るのか伺
う。

鳥取県は「鳥取県 SDGsローカル指標」作成して、そ
の推進に向けて関係団体と連携・協力して様々な取組を

進めているが、琴浦町との連携を伺う。

(3) 鳥取県内の SDGsに取り組む個人、企業又は団体にパ
ートナーとして鳥取県の登録制度に、琴浦町の 15件が
登録されています。琴浦町も SDGsに取り組む個人、企
業又は地域団体などにパートナーとして登録制度を策定

して推進を図られないのか、今後の推進計画が有れば伺

う。

(4) 町内の学校及び社会教育で SDGsの取り組みと推進活
動、今後の計画が有れば伺う。

(5) 琴浦町の持続可能な豊かな町づくりの為にも、SDGs
を町民とともに推進し、SDGsのゴール 2030年へ達成
の目標を定めて努力する必要があると思うが所見を伺

う。

町 長

教育長



【通告４番】 川本正一郎議員 2/2

４番（2/2）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

２.スマート農業の現状

について

(1) スマート農業とは、ロボット技術や情報通信技術、AI・
人工知能などの先端技術を活用し、超省力化や生産物の

品質向上などを可能にする新しい農業のことを言いま

す。琴浦町でも農業従事者の高齢化と農業人口の減少に

よる担い手不足と後継者不足の解決策としてスマート農

業は期待されていると思います。二年前に北海道へスマ

ート農業の視察研修に前町長と山根農林水産課長が行か

れて、また町内でもスマート農業の研修会などを実施さ

れましたが、現在までの経過とスマート農業の現状及び

成果を伺う。

(2) 現在琴浦町の農業業種別のスマート農業への取り組み
として各先端技術をどのように活用されているのか伺

う。

(3) 農業は町の基幹産業であり、スマート農業の今後の取
り組みや推進計画を伺う。

町 長

３.町長の政治姿勢につ

いて

福本町長の地域に根ざした、町政と町づくりに期待して

いる一人です。中長期の取り組みなど町民に寄り添う政治

姿勢を伺う。

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 手嶋 正巳 ㊞

次の事項について質問します。 1/2

５番（1/2）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.町長の政治姿勢につい
て

町長は立候補時、私は目指すと題して

①人を大切に

雇用とくらしを守る。非正規雇用者、子育て世帯、ひと

り親家庭、生活困窮者への支援。（他 9項目）
②地域の和を広げて

自治会くるみでの移住定住ウエルカム作戦。（他 4項目）
③輝く産業、経済に

農林水産業、商工業ともに AI等を活用し、スマート事
業化の展開（他 4項目）
④壊されない環境、活かす施設 と掲げられておられます。

公共施設、公営住宅等の在り方を再検討

道の駅「琴の浦」、生涯学習センター、カウベルホール、

公民館、社会福祉センター、東伯総合公園等、スポーツ

施設など（他 3項目）
と掲げられておられます。

それぞれ重点的に取り組まれようとされている項目につ

いて伺う。

町 長

２.JA 鳥取中央農協より
の米価下落への支援要

請について

2021年産米概算金、JA中央管内の主要米で 10a当たり、
２万円の減収、生産費を下回る状況、米農家の生産意欲の

維持、経営が成り立つよう支援を要請とある、支援される

場合その内容について町長の考えを伺う。

町 長



【通告９番】 手嶋正巳議員 2/2

５番（2/2）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

３.森林譲与税について 森林の整備、保全へ国が地方自治体に配る「森林環境譲

与税」の５割超が使われていないという問題が起きている。

国は市町村や森林組合などへの意見聴取を始める方針と聞

いている。

琴浦町の実態はどうなのか伺う。

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 川本 善孝 ㊞

次の事項について質問します。

６番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１. 1月 23日実施された
町長選挙の結果につい

て

(1) 町長選挙で示された町民の意思はどのようなものであ
ったと捉えておられるか？

(2) 町民の声は「ムダ遣いをなくし、町民の暮らし第一の
町政を行ってほしい」というものであったと考える（日

本共産党『町民アンケート』135名回答。TCC『町民 100
名に聞きました』より）。

そこで、町長の選挙ビラにある『公共施設、公営住宅

等の在り方を再検討』に掲げられた、①道の駅「琴の浦」

②生涯学習センター、③カウベルホール、④公民館、⑤

社会福祉センター、⑤東伯総合公園等スポーツ施設など

のそれぞれについて、どのように再検討を考えておられ

るのか伺いたい。

(3) TCCアンケートでは「町に重点的に取り組んでほしい
施策はなんですか？」の設問の第１位教育・子育て、２

位環境、３位福祉、４位商業、５位観光、６位農業・漁

業となっている。

町長の公約（『選挙公報』）でも、「子育ての支援と環境

の充実」を掲げられていますが、今後どのように支援・

充実されようとしているのか伺いたい。

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 谷田 順子 ㊞

次の事項について質問します。

７番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.琴浦町人権尊重の社会
づくり条例の推進につ

いて

(1) 条例第 2条に、町の責務として
「人権尊重の社会づくりに関する施策を積極的に推進す

る。」、「町政のすべての分野で人権に配慮し、人権尊重の

社会的環境づくりと人権意識の醸成及び高揚に取り組

む。」と明記されているが、取り組みに対する基本的な対

策を示されたい。

(2) 条例第 6条に、「あらゆる人権に関する課題の解消を図
るための教育・啓発を行うよう努める。」また、第 8条
には、「人権に関する町民の意識調査等を行い、その結果

を町の施策に反映させるものとする。」とあるが、令和元

年 8月に実施した「琴浦町人権・同和教育に関する意識
調査」の結果から、今まで行ってきた人権教育・啓発を

どのように分析・認識しているのか、役場内でどのよう

に共有し議論されてきたのか、より効果的な人権教育・

啓発について具体策をどう講じていくお考えなのか示さ

れたい。

町 長

教育長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 金光 敦 ㊞

次の事項について質問します。

８番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.体育施設利用について (1). 身体を動かすことは心身の健康を保つために重要であ
る。そのための環境である体育館施設を利用するには、現

在は利用日の 5日前までに申請を行うこととなっている。
この仕様のため、体育館施設が町民の方に利用しづらいも

のになっていると聞く。

町民の方に運動する機会が増えるよう、以前のように当

日申請が出来るようにするなど体育館施設を利用しやすい

環境に整えるべきだと思うが、町長と教育長の考えを伺う。

町 長

教育長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２ 月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 小椋 正和 ㊞

次の事項について質問します。 1/2

９番（1/2）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.町長選での課題解決に
ついて

(1) 道の駅琴の浦の改修について
(2) まなびタウン東伯の改修について
(3) 東伯総合公園サッカー場改修、PFIについて
(4) 成美地区公民館、ふなのえこども園について
(5) カウベルホールについて
(6) 熱中小学校の運営について
６点この町の抱える課題山積として挙げられたが、それ

ぞれ今後どのように対応され解決されるのか。

町 長

２.過疎地域発展計画につ
いて

(1) ３年度計画において赤碕地区の取り組みは計画のとう
りに進捗しているか。又その費用はいくらになるか。

(2) ４年度東伯地区も過疎地域の指定を受けるが、発展計
画においての基本的事項においては、変わらないと考え

るがハード事業、ソフト事業においてどのような事業を

想定しておられるのか。

町 長

３.防災計画について (1) 個別避難計画が未策定という報道がなされたが、安
全・安心を推進する行政において早急に策定はなされな

いのか。

(2) 最近の異常気象等により、避難情報が多く出されるよ
うになり、避難所が開設されても利用者が居ない、少な

いという現実が見受けられるが、現実的な対応を検討す

るべきではないのか。

(3) 各集落において様々な避難計画、対応があると考えら
れるが、その地域に合った避難計画の作成はできないも

のか。

(4) 県の補助事業も活用し地域の協力も得て取り組まれな
いか。

町 長



【通告９番】 小椋正和議員 2/2

９番（2/2）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

４.観光振興について (1) 船上山の振興についてどのような振興策を考えておら
れるのか。

(2) 桜の植栽、管理整備については今後どのように振興さ
れるのか。

(3) 勝田ケ山、甲ケ山への縦走路の管理についてはどのよ
うな認識を持っておられるか。

(4) 探勝道の維持管理、整備又鱒返しの滝遊歩道の維持管
理、整備は今後どのような計画を持っておられるのか。

(5) 琴浦町第２次観光ビジョンに稼ぐ観光と銘打っている
わけだが、それぞれの名所、旧跡の整備，振興なしでは

実現ができないのではないのか。

町 長



令和４年３月定例会一般質問通告書

令和 ４ 年 ２月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 押本 昌幸 ㊞

次の事項について質問します。

１０番（1/1）

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.「新町長に聞く」（1/19
放送 TCC特集番組）で
話された内容について

訊く。

(1).「人に優しい、環境に優しい」とはどのようなことか（概
略）。以下具体的にインタビューに沿って（追加質問として）

尋ねる。

①議場で町長は、女性だからかネクタイをしない。議場で

の服装をジェンダー・フリーの観点からどう思うか。

②八幡地区では以前、産廃焼却炉を作りたいという話があ

った。この許認可権は県であるが、住民の意見を集約し

て県に具申するのは町である。その場合、環境面からど

う考えるか。

また、農業での廃プラ（水稲用一発肥料）・畜産業での温

暖化対策は。

③町長は元町職員と紹介があった。元町議会議員でもある

が、議員の成り手不足についてどう思うか。

④コロナ禍対策が商業者に偏重しており、パート・非正規

の女性にもっと向けるべきだというがその根拠は。「非正

規女性労働者の自殺者が多い」というが琴浦町でひとり

親世帯などに発生しているのか。

⑤まなタン・道の駅琴の浦（漁協の件）を見直すというが、

根拠は。まなびタウンにカウベルの代替機能を求める町

民が多いというが根拠は。

⑥TCCのアンケートに答え、第１次産業、農業が基本だと
いうが根拠は。

⑦人口減対策として、（やがては県外に流出する）子育て環

境整備だけでよいのか。

⑧「意気込み」として優秀な職員の精神衛生環境を唱える

が、実態は。

町 長


